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1. Ploneについて 








































・ 大学院と学部ページを組織で分けず 1本化 
・ トップページに 2階層目までの項目を掲載 
この変更によりトップページでサイト内にどのようなコンテンツがあるか一目で分かるようになり、下階層へのアクセス
が大幅に改善された。また大学院と学部ページを組織で分けないことに対しては反対意見も多かったが、変更後は
「見やすくなった」という意見が多く問題は出てきていない。 
 
Fig.3: コンテンツ構成の見直し 
 
4. まとめ 
Plone を導入することで、ウェブサイトをブログ感覚で編集できるようになり、サイト編集のハードルを下げることがで
きた。またユーザ管理面でも大学の認証基盤に接続することで効率化を図ることができた。さらにウェブサイトのコンテ
ンツ構成は訪問者視点で考えると、組織別ではなく内容別に整理する方が親切である。これも Plone のコンテンツ単
位のロール設定機能を活用することで、内容別にコンテンツを整理した上で、コンテンツごとに柔軟に編集権限を割り
振り運用することが可能となった。 
しかし技術面では環境が整ってきたものの、広報視点で考えるとまだまだ十分でない部分も多く、今後も継続的に
見直していく必要がある。 
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